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41ｗに助産院で出生．出産時は，3000ｇ，50 ㎝．アプガースコア 10 点．
13
秋草学園短期大学 紀要 36 号（2019）
生後 5 か月半から姉と同じ保育園に通う．0 歳児クラスは特に問題なく過ごすが，1 歳児クラスの時
に，担任と母親との面談で，「運動面は心配ないが，光の 3 原色を理解していないことが気になる」と











































秋草学園短期大学 紀要 36 号（2019）
点での家でできる手立てと入学前までにどこかで支援を受けられないかと相談した．担当教員から








































































#１（X＋1 年 2 月）



























































































































秋草学園短期大学 紀要 36 号（2019）
のに「いっちょに」という発音になること，単音で「さ」と正しく言えているなら，いずれ長文でも
正しく発音できるようになるであろうことが伝えられた．













をだす」練習をしようと説明がなされた．毎回訓練は 30 分，その後 10分ほど遊びの時間という構造




―早く 1 個〇に絵を描いてよ」と ST とのやりとりを楽しみながら取り組んだ．時には，「俺が描く」
と自分で〇に絵を書き込むなど意欲的な様子も見られた．





きまった」）である．母親が ST の説明を理解した上で，家での HW をサポートしているから家でも適切
なフィードバックがなされており，伸びていることが説明された．このようにフィードバックされる
ことで母親のモチベーションもあがった．





















かっぱ かっぱ らった かっぱ らっぱ かっぱ らった とって ちって た
かっぱ なっぱ かった かっぱ なっぱ いっぱ かった かって きって くった
ST は，「ぱたか」の練習課題は色々なパターンがあるが子どもが楽しめるものはなかなかなく，これな
ら楽しめるはずだと思い選んだと語った．母親は家で HW に取り組むと，Z に加え，Z の姉も妹も一緒
に HW に取り組んだり，Z の妹は，自ら「かっぱしたい」といいだしたり，きょうだい皆で楽しくこの
HW に取り組めた．































次回は 1 か月後の支援のため，ST が出す HW（さ行の言葉を取り入れた文章の復唱）は 2週間取り組
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初回通級日（X＋1 年 4 月は）Z の体調不良で欠席




#2（X＋1 年 5 月）
通級担任が学習の流れが分かるプリントを用意し，課題が終わるごとにシールを貼り，Zが見通しを持
てるように準備してくれていた．プリントには「①おはなし②きくがくしゅう『おとはいくつ』1まい







#3（X＋1 年 5 月）
学習の合間に 10 分の休み時間を設け，プレイルームで好きな遊びをしていいという学習の流れが導入
される．Z はこの時間を非常に楽しみ，母親とサッカーの勝負をするなど自分で決めていた．母親も，
Z とこんな風にダイナミックに体を使う時間をすごしたことはなく，本気で Z とのサッカーを楽しん
だ．
#4（X＋1 年 5 月）
通級担任が，作成した「指導計画」を母親に渡す．母親は支援目標を共有できたことを非常に喜ぶ．
19

















通級担任出張のため指導なし（X＋1 年 6 月）
#8（X＋1 年 6 月）/#9/#10（X＋1 年 7 月）  
























































B 相談・療育機関および通級を利用することは，母親も Z も望んで利用したわけではない．Z の年
齢であれば自覚的に自分の発音を改善したいという強い意志を持つことは難しいであろう．それゆ
え，Z のモチベーションは高くはない．親子のモチベーションを維持するために，B 相談・療育機関






















するカンファレンスがあれば，Z が楽しく取り組める支援内容を通級や B 相談・療育機関，家庭で共有
できたであろう．母親は，Z の様子をよくみており，Z が少しでも楽しく取り組めるようにということ



















親の次に Zのことをよく把握しているのは Zが 0歳児クラスから 5歳児クラスまで 6年間通った保育園
である．保育園の見解を共有するために，Z の支援機関をつなぐ「個別の教育支援計画」はやはり必要
である．
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